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課題
次期計画策定の

視点

既存の緑の
維持・保全と

活用を
一層重視する
段階への移行

富士山を望む
景観形成

安心して快適に
暮らせる

まちづくりに
つながる緑の充実

身近な緑と公園の
適切な管理、再生

市民・事業者と
の協働

次代を担う
人づくり

緑の資産を健全
に育て

未来に引き継ぐ
ための

取組の充実

環境の保全と
災害に強いまち
づくりに向けた
取組の継続

身近な緑（公共
の緑や民有の緑
地など）と公園
の魅力の向上

多様な担い手
多様な参加
を支える

仕組みづくり

施策の柱目標

緑をまもり

つなぐ

緑をいかす

みんなで

はぐくむ

目標１

目標２

１ 第三次富士市緑の基本計画のアウトライン（案）

計画の基本的事項
【位置づけ】都市緑地法第４条に基づいて市町村が定めることができる「都市における緑地の適正な保全や緑化の推進に関する基本計画」

【目標年次】令和17年度（2035年度）

【対象とする「緑」】樹林地や草地、公共施設や住宅の庭先、事業所の植栽地、農地など植物に被われた区域 ／ 河川、池沼、湧水地などの水域

（計画期間の最終アウトカム）

富士山を望むまちの緑を

つなぐ

市民が主体となって

まちの魅力を高める緑をはぐくむ

気候変動対策、生物多様性の確保、景観形成、

防災・減災、健全な水循環の保全などの機能を

持つ市内の緑を適切に保全、管理し、総量を維

持していく。

市民・事業者による地域の緑化、公園の管理・

活用などの活動を通じて、緑豊かで魅力あるま

ちづくり、コミュニティの醸成につなげていく。

目標指標

目標指標

① 計画対象区域における緑地面積

【現状】約3,280ha  →【目標】 維持

② 緑被率

【現状】― →【目標】

豊かな自然を擁し、富士山を望む景観、災害に強いまちづくりを支える富士

山麓の骨格的な自然環境、森林、市街地や水辺、沿岸部などのまとまった緑

地とそのネットワークを維持、継承していく。

公園、公共空間、まちなかを花や緑にあふれる場にし、緑を健全に育て、活

かしていくことで、暮らしやすく、魅力あるまちづくりにつなげていく。

市民や事業者が担い手として緑化活動や身近かな公園の管理・活用に携わり、

花や緑の彩りにあふれ、一人ひとりがウェルビーイングを実感できるまちを

実現していく。

施策 ・富士山麓の森林の保全・管理

・生物の生息・生育環境の保全

・樹木・樹林の保全

・水辺空間の保全・整備

・農地等の保全と活用

施策 ・公園の活用

・公園の適正配置

・緑のまちなみづくり

・雨水の貯留・浸透の促進

施策
・花と緑の魅力を伝える情報発信

・花と緑とふれあう体験づくり

・花と緑の暮らしづくり

・花と緑をはぐくむ活動推進
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将来像（案）

みんなではぐくみ、つなぐ 富士山と緑の輝くまち

中間のアウトカム指標 保全されている緑地面積（ha）

中間のアウトカム指標
公園の使いやすさ、快適さに関する

市民満足度

中間のアウトカム指標 みどりをはぐくむ活動団体数

※施策の進捗管理指標については、今後各課と調整

国の目標（市街化区域
の３割）を目安に、本
市の実情を踏まえ設定

緑や花を育てる市民活動の活発さに関する市

民満足度

【現状】24.9％ →【目標】30％



２ 施策体系（案）
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緑をまもり

つなぐ

緑をいかす

みんなで

はぐくむ

施策の柱

施策１ 富士山麓の森林の保全・管理

施策２ 生物の生息・生育環境の保全

施策３ 樹木・樹林の保全

施策４ 水辺空間の保全・整備

施策５ 農地等の保全・活用

施策６ 公園の活用

施策７ 公園の適正配置

施策８ 緑のまちなみづくり

施策９ 雨水の貯留・浸透の促進

施策10 花と緑の魅力を伝える情報発信

施策11 花と緑とふれあう体験づくり

施策12 花と緑の暮らしづくり

施策13 花と緑をはぐくむ活動推進

施策

富士山麓に広がる自然豊かな森林を保全、適正に管理し
自然環境の保全、森林の土砂災害防止機能の維持につなげる

多様な生物の生息・生育環境となる緑地を保全する

ゆとりある住環境、緑豊かな景観をつくる、まとまった緑を保全する

水循環を保全する
河川、海岸などの水辺の緑を適切に保全・管理する

景観形成、雨水流出抑制など多面的機能を持つ農地を保全・活用する

公園利用しやすい環境づくり、施設・植栽の適切な管理、民間活力と
の連携などにより公園の活用を進める

都市づくりの将来像を踏まえた公園・緑地の配置を進める
公園の規模に応じた役割分担に基づく公園ごとの特色づくりを進める

公共施設、学校、道路など公共空間の緑の健全育成、工場・事業所・
開発地等における緑化の誘導を通じ、緑豊かなまちなみをつくる

雨水の貯留・浸透につながる緑を保全、創出する

緑に関心を持つきっかけとなる情報発信を進める

緑にふれあい、体験する場や機会を設ける

市民による花と緑にあふれる暮らしづくりを支援する

市民、事業者による、緑がつなぐ活動を支える

横断的な視点

カーボン
ニュートラル
への貢献

Well-being
の向上
への貢献

ネイチャー
ポジティブ
への貢献


